
27年の歴史に幕
　３月12日㊍、市内西陵中学校で閉校式が行われました。式典には全校生徒
24人（３年生15人、２年生９人）と教職員、保護者らが出席し、生徒会が
作成したスライド画像などで平成５年の開校からの27年間を振り返りました。
最後に生徒の希望で校歌を全員で合唱し、母校への思いが込められた感動あふ
れる式典となりました。

【人口と世帯数】令和 2年 3月1日現在
（うち外国人住民）
●総人口	88,936人（1,389人）
●　男	 44,003人（536人）
●　女	 44,933人（853人）
●世帯数	40,683世帯

※外国人住民の世帯を含む
【 2月中の動き】※外国人住民を含む
●転入	 257人	 ●転出	 275人
●出生	 33人	 ●死亡	 103人

も ば ら 2020（令和 2年）
No.1079

4.1日号

◆令和2年度施政方針（P2〜 P5）
◆行政組織を変更します（P6）
◆茂原市長選挙・茂原市議会議員補欠選挙（P7）

主な内容

今月の日曜開庁 4月26日㊐ 8時30分〜
17時15分

市 民 課（ 2階）	 ☎（20）1502
市民税課（ 2階）	 ☎（20）1577
収 税 課（ 2階）	 ☎（20）1578
本納支所（ほのおか館内）	☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日 19時まで 市 民 課（ 2階）	 ☎（20）1502
※一部取り扱えない業務もありますので、詳しくはお問い合わせください。

▲校旗を返納する生徒代表
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お問い合わせは、
企画政策課（４階）
☎（20）１５１６、
6（20）１６０３へ。
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教育文化

健康福祉

◆茂原市教育施策の大綱
　教育施策の基本方針である「茂原市教育施策の
大綱」については、計画の最終年度となることか
ら、新たな大綱の策定に着手します。

◆教育環境の整備
　市内小・中学校および幼稚園の空調設備設置工
事が完了しましたので、今年の夏からは、より良
い学習環境を提供するとともに、子どもたちの健
康保持を図ります。

◆児童福祉の充実
　令和2年度から令和6年度までを計画期間とす
る「第2期茂原市子ども・子育て支援事業計画」
に基づき、幼児期の総合的な教育・保育の充実を
図り、地域の子ども子育て支援の推進に努めます。
また、認定こども園の整備については、昨年12
月に（仮称）南部認定こども園の運営事業者が決
定しました。
　今後は、ほのおかこども園は令和3年4月、（仮
称）南部認定こども園は令和4年4月の開園に向
け、準備を進めます。

◆スポーツ環境の充実
　市民体育館のメインアリーナの天井改修などの
安全対策や、トイレ・シャワー室を改修する大規
模改修工事を実施し、利用者の安全性の確保と利
便性の向上を図ります。

◆新市民会館の建設
　令和元年10月25日の大雨により、建設予定地
である「市民会館・中央公民館敷地」が浸水被害
を受けたことから、改めて建設候補地について検
討の必要があると考えています。

◆高齢者福祉の充実
　「高齢者保健福祉計画・第7期介護保険事業計
画」の最終年度となるため、その評価・見直しを
行うとともに、現在実施している「介護予防・日
常生活圏域ニーズ調査」の結果を踏まえ、次期計
画を策定し、「地域包括ケアシステム」の深化・
推進を図ります。

◆障害者福祉の充実
　「第5期障害福祉計画・第1期障害児福祉計画」
の最終年度となるため、その検証を行うとともに、
国・県の動向も踏まえ、次期計画を策定し、障害
のある人、ない人がともに安心して暮らせる「地
域共生社会」の実現に向け、施策を推進します。

▲ほのおかこども園として整備が進められる、現本納保育所
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生活環境

都市基盤

◆生活道路の整備
　「舗装修繕計画」および「橋梁長寿命化修繕計
画」に基づき事業を実施しています。道路におい
ては、市道3級9132号線（下永吉地先）ほか1カ
所の舗装補修を、橋梁においては、国の交付金等
を最大限活用し、観音前橋（緑町地先）の修繕お
よび10橋の点検を実施します。
　また、歩道の整備について、新治小学校北東側
の市道1級16号線（下太田・柴名地先）の交差点
改良に伴う工事を実施します。

◆公園の整備
　茂原公園再生事業として、引き続き桜の外科治
療による樹勢回復や山野草の生育など、四季折々
の新たな魅力づくりを図り、市民の利用増加につ
ながる公園づくりを推進します。

◆地球温暖化対策
　昨年4月に策定した「第二次茂原市地球温暖化
対策実行計画（事務事業編）」の周知を図り、市
民や事業所等による温室効果ガス削減に向けた取
り組みの促進に努めます。

◆防災体制の充実
　災害発生時における市民への迅速かつ的確な情

◆適正な土地利用の推進
　「茂原市太陽光発電設備の設置及び管理に関す
る指導要綱」を4月から施行することで、生活環
境や自然環境に与える影響に配慮します。

◆秩序ある市街地整備の推進
　茂原駅前通り地区土地区画整理事業について、
共同利用化等による街区の高度利用を検討し、早
期完成に向け、事業の推進に努めます。

◆広域幹線道路の整備促進
　県が整備する「長生グリーンライン」において、
台田・立木地区の用地買収が進められています。

◆アクセス道路の整備
　茂原にいはる工業団地に接続する市道1級15号

報伝達を図るため、防災行政無線のデジタル化へ
の更新を行うとともに、戸別受信機の整備を推進
します。
　また、水害の危険箇所を認識し、確実に避難し
ていただけるよう、新たな「茂原市洪水ハザード
マップ」を配布するとともに、住民参加型の地域
防災訓練を「高師地区」において実施し、防災意
識の高揚と発災時における地域住民の対応力の向
上を図ります。

◆防犯体制の充実
　防犯カメラの設置や、「防犯ボックス」勤務員に
よる市内全域のパトロールおよび茂原市防犯組合
等との合同パトロールの実施により、防犯体制を
強化し、安全で安心なまちづくりに取り組みます。

◆消費生活の向上
　消費生活センターの相談体制の維持・強化に努
め、消費者行政に全力で取り組みます。

◆空家等への対策
　「茂原市空家等対策計画」に基づき、空家の管
理や活用に対する支援を検討し、市民の生活環境
の保全や空家の利活用を図ります。

線（下太田地先）において、交差点改良工事を実
施していますので、引き続き整備を進め、圏央道
等へのアクセス向上を図ります。

◆都市計画道路の整備
　桑原八千代線・小林浜町線において、それぞれ
2件ずつの事業用地取得を予定しており、今後も
用地の確保に努め、事業の推進を図ります。

◆茂原長柄スマートインターチェンジ
　2月16日に開通し、地域産業の活性化、救急医
療施設までの搬送時間短縮、災害時の道路ネット
ワークの機能強化等が図られるものと考えていま
す。
　今後も、千葉県や長柄町など、関係機関とさら
なる連携を図り、利用促進に取り組みます。
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▲茂原市ロケ地マップ「もばラブ！」

産業振興

市民自治

◆生産基盤の整備
　農地等の冠水被害を防止するため、清水地区の
排水機場整備について、早期事業化を目指します。

◆農用地の保全
　農業・農村の有する多面的機能の維持、発展を
図るため、26地域の共同活動に対して支援を行
い、集落機能の維持と地域資源の適切な保全管理
を推進します。

◆農業の集団化と担い手の育成
　地域の中心となる経営体や新規就農者の確保、
農地集積等の在り方等を定めた「人・農地プラン」
を地域ごとに策定できるよう、農業委員会と連携
し支援します。

◆農業経営の改善
　米政策において、農家の協力により生産調整が
進み、需要に応じた生産目安が達成されているの
で、引き続き飼料用米等への転換を推進すること
で米価の安定が図れるよう、関係機関と連携します。

◆市民参画・市民協働の推進
　官民協力による豊かなまちづくりに資するよう、
主体的・自発的な市民活動を支えるための環境整
備に努めます。

◆男女共同参画社会づくりの推進
　「第3次茂原市男女共同参画計画」の最終年度
となることから、事業評価や外部委員からの提言
を基に、次期計画の策定を進め、あらゆる分野に
おける男女共同参画の実現に向け取り組みます。

◆計画行政の推進
　「茂原市総合計画」の最終年度となることから、
審議会等において策定に向けた検討を重ね、今後
のまちづくりを展望し、新しい時代の要求に対応
した次期総合計画を策定します。

◆行政拠点の整備
　市庁舎の防災拠点としての機能強化のため、蓄
電池等の再生可能エネルギー設備を導入し、エネ
ルギーの多元化を図ります。

◆中小企業への支援
　千葉市周辺の6市で構成する「ちば共創都市圏」
での広域連携事業として、中学生向けに地域の企
業を紹介するパンフレットの作成や、広域での企
業間のマッチングの機会を創出し、地域経済の活
性化を図ります。

◆観光振興
　東京オリンピック・パラリンピックの開催を
チャンスと捉え、7月11日・12日には「茂原七
夕まつり」を開催し、本市の魅力をＳＮＳ等の活
用により、国内だけでなく海外に向けて、積極的
に発信していきます。

◆雇用の充実
　ハローワーク等の関係機関と連携し、若年者・
中高年・障害のある方など、幅広い層を対象とし
た、就労に関する情報の提供や、セミナーの充実
を図り、市民の就労の支援に努めます。

◆シティプロモーションの推進
　「千葉もばらロケーションサービス」を中心に、
官民一体となって支援するロケーション撮影に対
して、さらなる支援による誘致を図ります。
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令和元年度　令和2年1月29日専決処分による補正予算�※1万円単位で端数処理しています。
公営企業会計補正予算額

○下水道事業会計（資本的収入）� 1億5,451万円　　（国庫補助金、下水道事業債）
○下水道事業会計（資本的支出）� 1億6,277万円　　（終末処理場長寿命化工事委託料等）

令和元年度　3月補正予算� ※1万円単位で端数処理しています。

一般会計補正予算額　8億4,568万円（補正後予算額349億700万円）
（歳入） （歳出）
○分担金及び負担金� △35万円 ○総務費� △2,453万円
○国庫支出金� 1億9,525万円 ○民生費� 3,393万円
○県支出金� 529万円 ○衛生費� 3億2,281万円
○財産収入� △1,309万円 ○農林水産業費� 3,215万円
○寄附金� 5,727万円 ○商工費� △942万円
○繰入金� 3億4,000万円 ○土木費� △1億1,760万円
○繰越金� 957万円 ○教育費� 6億1,557万円
○諸収入� △5,056万円 ○災害復旧費� 818万円
○市債� 3億230万円 ○公債費� △1,541万円
歳出の主な内容
人件費を各費目にわたり補正� △7,718万円 【農林水産業費】

　用排水施設整備事業� 4,035万円
【総務費】 【土木費】
　減債基金費（減債基金積立金）� △1,309万円 　道路橋梁維持補修費� △2,070万円
　住民基本台帳事業� 1,247万円 　道路改良事業� △4,276万円

【民生費】 　（仮称）茂原長柄スマートIC設置事業� △2,892万円
　国民健康保険事業特別会計繰出金� △2,931万円 　内水対策関連事業� △6,898万円
　障害福祉費返還金� 3,170万円 　街路事業費� 5,676万円
　後期高齢者医療事業特別会計繰出金� △2,201万円 【教育費】
　福祉振興基金費（福祉振興基金積立金）� 2,670万円 　小学校管理補修費� 1億8,189万円
　児童保育委託事業� △1,809万円 　施設設備維持管理費（小学校費）� 2億9,869万円
　児童手当支給事業� △4,044万円 　中学校管理補修費� 6,835万円
　一般事務費（子育て支援課）� △3,175万円 　施設設備維持管理費（中学校費）� 1億3,740万円
　生活保護費等返還金� 1億1,120万円 　中学校施設整備事業� △6,151万円

【衛生費】 【災害復旧費】
　長生郡市広域市町村圏組合清掃事業負担金�3億1,199万円 　10月25日大雨による河川災害復旧事業� 818万円

特別会計補正予算額　△3,065万円
○国民健康保険事業会計� △864万円　　（出産育児一時金、国民健康保険事務費等）
○後期高齢者医療事業会計� △2,201万円　　（後期高齢者医療広域連合納付金）

お問い合わせは、財政課（４階）　☎（20）１５１７、6（20）１６０３へ。
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な
業
務
・
課
題
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、
行
政
組
織

（
課
や
係
な
ど
）
の
構
成
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

行
政
組
織
を変更

し
ま
す

務
が
縮
小
す
る
た
め
廃
止
し
ま
す
。

業
務
は
、
同
課
道
路
整
備
係
が
引

き
継
ぎ
ま
す
。

○�

休
館
中
の
市
民
体
育
館
の
執
務

室
に
つ
い
て
は
、
体
育
課
内
に

移
転
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
（
４
階
）

☎
⒇
１
５
１
９
、6
⒇
１
６
０
２
へ
。

教
育
総
務
課
学
校
再
編
推
進
室

の
新
設

　

小
中
学
校
の
統
廃
合
な
ど
に
係

る
学
校
再
編
事
務
の
増
加
に
対
応

し
、
組
織
的
な
強
化
を
図
る
た
め
、

教
育
総
務
課
内
に
学
校
再
編
推
進

室
を
新
設
し
ま
す
。

農
政
課
振
興
係
の
分
割

　

農
政
課
振
興
係
は
近
年
業
務
が

増
加
し
て
お
り
、
業
務
効
率
化
の

た
め
農
地
保
全
係
を
新
設
し
、
従

来
の
振
興
係
の
業
務
を
２
係
に
分

割
し
ま
す
。

土
木
建
設
課
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

推
進
係
の
廃
止

　

土
木
建
設
課
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
推
進
係
は
、
茂
原
長
柄
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
供

用
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
業
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期
日
前
投
票
の
お
知
ら
せ

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬

祭
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
見
込
み
の
方
は
、
期
日

前
投
票
所
で
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

入
場
整
理
券
を
持
参
の
上
、「
宣

誓
書
」を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

　

次
の
３
つ
の
要
件
に
当
て
は
ま

る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た

場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

①�

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②�

平
成
14
年
４
月
27
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

③�

令
和
２
年
１
月
18
日
ま
で
に
住

民
票
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
登
録
さ
れ
て
い
る

方市
内
転
居
し
た
方

　

４
月
１
日
以
降
に
市
内
転
居
の

届
け
出
を
し
た
方
は
、
旧
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
順
序

　

初
め
に
茂
原
市
長
選
挙
の
投
票

用
紙
を
交
付
し
ま
す
。「
候
補
者

名
」
１
名
だ
け
を
記
載
し
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
茂
原
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
の
投
票
用
紙
を
交
付
し
ま
す
。

同
じ
く
「
候
補
者
名
」
１
名
だ
け

を
記
載
し
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
は
封
書
式

　

入
場
整
理
券
は
封
書
式
で
、
１

世
帯
６
人
ま
で
内
側
に
印
刷
さ
れ

て
い
ま
す
。
届
い
た
ら
す
ぐ
に
開

封
し
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
整
理
券
が
郵
送
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
の
受
付
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
整
理
券
は
４
月
15

日
㊌
ご
ろ
か
ら
郵
送
を
始
め
ま
す
。

病
院
な
ど
で
行
う
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
院
・
入
所
中
で
不
在
者
投

票
事
由
に
該
当
す
る
方
は
、
そ
の

施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票

　

仕
事
・
通
学
・
旅
行
な
ど
で
他

の
市
町
村
に
滞
在
中
で
、
投
票
日

ま
で
に
茂
原
市
に
帰
れ
な
い
方
は
、

最
寄
り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
入
場
整
理
券
の
郵

送
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
茂
原
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
不
在
者
投
票
の
請
求
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て

障
害
の
内
容
が
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
方
や
、
介
護
保
険
法
に
よ

る
要
介
護
者
で
要
介
護
状
態
区
分

が
要
介
護
５
で
あ
る
方
）
で
、
投

票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
自
宅
で
郵
送
等
に
よ
り
投

票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
が
利
用
で
き

る
制
度
で
す
の
で
、
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
は
至
急
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み

　

選
挙
公
報
は
４
月
22
日
㊌
ご
ろ

の
朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
産
経
・

日
経
・
東
京
・
千
葉
日
報
の
朝
刊

に
折
り
込
み
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

現
在
「
広
報
も
ば
ら
」
を
郵
送
で

受
け
取
っ
て
い
る
世
帯
に
は
、
直

接
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
公
共
施
設
に
公
報

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
が
、
入

手
で
き
な
い
見
込
み
の
方
は
、
お

早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
（
６
階
）

☎
⒇
１
５
２
９
、6
⒇
１
６
０
４
へ
。

ゲームセンター
至
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

ア
ス
モ
２
階
平
面
図

アスモ劇場

スポーツジム

中華
料理店催事場C 整骨院

▲階段出入口

そば・うどん店そば・うどん店

期日前投票所（2階カルチャールーム）

インド料理店インド料理店

茂
原
市
長
選
挙
・
茂
原
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投
票
日
時
　
４
月
26
日
㊐
７
時
～
20
時

「
考
え
て　

未
来
の
た
め
の　

そ
の
一
票
」

期間（予定） 時　間 場　　所

4月20日㊊～
25日㊏

8時30分～ 20時 茂原市役所1階
102会議室

8時30分～ 17時 本納公民館（ほのおか館）
第1会議室

4月22日㊌～
25日㊏ 10時～ 19時

ショッピングプラザ・
アスモ2階
カルチャールーム

市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
お問い合わせは、秘書広報課☎（20）1512、6（20）1601へ。お知らせ7 広報もばら　2020.4.1



　

令
和
元
年
度
定
期
監
査
（
そ
の

３
）
を
実
施
し
た
結
果
の
概
要
を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

茂
原
市
監
査
委
員　

元
吉　

敬
宇

茂
原
市
監
査
委
員　

竹
本　

正
明

◆
監
査
の
対
象

　

教
育
委
員
会
、
本
納
支
所

◆
監
査
の
期
間

　

令
和
元
年
12
月
10
日
か
ら

�

令
和
２
年
２
月
７
日
ま
で

◆
監
査
の
場
所

　

茂
原
市
役
所
、
五
郷
幼
稚
園
、

豊
田
小
学
校
、
五
郷
小
学
校
、
東

部
小
学
校
、
緑
ケ
丘
小
学
校
、
茂

原
中
学
校
、
早
野
中
学
校

◆
監
査
の
方
法

　

各
所
管
の
財
務
に
関
す
る
事
務

事
業
が
効
果
的
、
経
済
的
に
執
行

さ
れ
て
い
る
か
、
住
民
福
祉
の
増

進
に
努
め
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
、
組
織
及
び
運
営
の

合
理
化
に
努
め
て
い
る
か
に
主
眼

を
置
き
、
提
出
さ
れ
た
資
料
・
関

係
諸
帳
簿
を
調
査
す
る
と
と
も
に

説
明
を
聴
取
す
る
こ
と
に
よ
り
実

施
し
た
。

　

ま
た
、
前
回
の
定
期
監
査
時
の

指
摘
事
項
が
改
善
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

◆
監
査
の
結
果

　

計
画
さ
れ
た
事
務
事
業
は
順
調

に
進
行
し
て
お
り
、
関
係
諸
帳
簿

も
お
お
む
ね
適
切
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

◆
意
見

　

事
務
事
業
の
執
行
状
況
に
関
す

る
意
見
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
の

で
、
検
討
の
う
え
一
層
適
切
に
事

務
事
業
が
執
行
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

教
育
総
務
課

〇
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
茂
原

市
学
校
再
編
実
施
計
画
に
基
づ

き
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
後
も
少
子
化
に
よ
る
児
童

生
徒
数
の
減
少
が
推
測
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の

確
保
の
た
め
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
、
地
域
住
民
の
意
見
・
考
え
を

十
分
把
握
し
、学
校
・
家
庭
・
地
域
・

行
政
が
担
う
べ
き
役
割
や
様
々
な

問
題
、
地
域
の
実
情
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
た
う
え
で
、
最
善
の
方

法
に
よ
り
取
り
組
ま
れ
た
い
。

学
校
教
育
課

〇
教
育
施
策
に
つ
い
て
は
、
教
育

施
策
大
綱
の
基
本
方
針
に
則
り
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

教
育
の
目
的
で
あ
る
「
人
格
の
完

成
」
に
向
け
、
全
て
の
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る

環
境
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

不
登
校
・
い
じ
め
問
題
、経
済
状
況

の
格
差
等
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
に
対
応
し
た
施
策
の

更
な
る
充
実
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

〇
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
国
際
学
習

到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
に
お

い
て
、
日
本
は
理
数
分
野
で
は

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て
い
る

も
の
の
、「
文
章
か
ら
情
報
を
探

し
出
す
、
文
章
の
質
と
信
頼
性
を

評
価
し
熟
考
す
る
」
と
い
っ
た
読

解
力
を
必
要
と
す
る
能
力
が
低
下

傾
向
に
あ
る
と
の
結
果
が
示
さ
れ

た
。
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

日
頃
か
ら
書
物
や
新
聞
等
の
活
字

に
触
れ
る
時
間
の
確
保
、
授
業
内

容
や
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
習

慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
な
ど
、
文

章
を
的
確
に
理
解
す
る
論
理
的
思

考
力
の
涵か

ん

養よ
う

や
情
報
活
用
能
力
の

育
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
目

的
や
意
図
に
応
じ
て
自
分
の
考
え

を
明
確
に
文
章
で
表
現
し
伝
え
る

「
書
く
力
」
の
醸
成
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

〇
小
中
学
生
の
問
題
行
動
や
不
登

校
に
つ
い
て
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
文
部
科
学
省
で

は
令
和
２
年
度
か
ら
問
題
等
の
背

景
を
詳
細
に
把
握
す
る
た
め
、
学

校
を
介
さ
ず
に
児
童
生
徒
本
人
か

ら
聞
き
取
り
を
行
い
、
い
じ
め
や

家
庭
状
況
等
の
背
景
を
多
面
的
に

調
査
し
今
後
の
対
策
を
検
討
す
る

考
え
を
示
し
た
。
本
市
に
お
い
て

も
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
か
ら
聞

き
取
り
を
行
い
要
因
に
つ
い
て
詳

細
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
問
題

等
の
認
知
件
数
と
実
態
と
の
乖
離

を
分
析
し
、
諸
問
題
の
解
決
に
向

け
た
適
切
な
対
応
を
図
ら
れ
た
い
。

生
涯
学
習
課

〇
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
高
度
・
多
様
化
す
る
学
習

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
職
員
や
指
導
者

の
確
保
・
育
成
等
に
努
め
、
学
習

機
会
の
新
た
な
創
設
や
既
存
学
習

を
更
に
充
実
さ
せ
、
各
世
代
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
学
べ
る
機
会
の

拡
充
に
努
め
ら
れ
た
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

監
査
委
員
事
務
局
（
９
階
）

☎
⒇
１
５
６
０
、6
⒇
１
６
０
７
へ
。

�

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

�

・
市
へ

南
総
通
運
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

今
井
利
彦

�

（
金
１
０
０
万
円
）

宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町

町
長　

齋
藤
俊
夫�

（
金
10
万
円
）

も
ば
ら
街
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

Charity�N
EGI�M

atsuri�

実
行

委
員
会�

（
金
５
万
２
１
８
５
円
）

滋
賀
県
立
八
幡
商
業
高
等
学
校

校
長　

櫛
村
芳
明�（
金
２
万
５
千
円
）

宮
地　

治
彦�

（
金
２
万
円
）

茂
原
市
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

（
金
１
万
３
０
７
５
円
）

紺
野　

茂
朗�

（
金
１
万
円
）

坂
本　

雄
飛�

（
金
１
万
円
）

田
中　

洋�

（
金
１
万
円
）

中
央
ろ
う
き
ん
友
の
会

茂
原
支
部�

（
金
１
万
円
）

手
作
り
仲
間
の
会�

（
金
７
千
円
）

（
一
財
）千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公
社

長
生
の
森
公
園
管
理
事
務
所

�

（
花
苗
２
千
苗
）

運
転
代
行
月
光

�

（
モ
バ
り
ん
マ
ッ
ト
１
枚
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
へ

カ
ラ
オ
ケ
吉
田

�

（
金
１
万
４
０
２
２
円
）

鶴
枝
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ�

（
金
１
万
円
）

監
査
結
果
の
公
表

（
そ
の
３
）
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このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。マイシティモバラ

　市内昌平町商店街で、毎月４と９の付く日に開かれる市
場「茂原六斎市」と地域活性化を推進する市民団体による

「まるまるマルシェ」が合同で開催するイベントが行われ
ました。これは六斎市を盛り上げようと茂原六斎市再活性
化協議会の主催で平成27年から始めた取り組み。この日は
地元の農産物や食のブース、マッサージ店など17店舗が出
店し、買い物客は出店者との会話を楽しみながら品定めを
していました。

　地域住民の生命・身体・財産を守る長生郡市広域市町村
圏組合消防団に新しい消防車両が配備されました。引き渡
しを受けた消防団は、第１支団第３分団第２部（綱島・六
田台）と第３支団第２分団第３部（柴名・吉井上・吉井下・
桂）の各部。管理者の田中市長は「団員の皆さまの果たす
役割は大きく、有事の際には消防車両の機動力を発揮して
欲しい」と激励していました。

　市内公立保育所の給食に葱ッぺ餃子が登場しました。
葱ッぺ餃子は市内法目の農産物直売所「旬の里　ねぎぼう
ず」が開発したもので、皮と餡に茂原市の特産品の本納ネ
ギがたっぷりと入っており、全国の自治体が魅力をアピー
ルする「第５回全国ふるさと甲子園」では惣菜・おつまみ・
その他部門で１位に輝いた人気商品です。
　東郷保育所では、葱ッぺ餃子パーティーが行われ、葱ッ
ぺ餃子とネギについて、クイズなどを交えながら楽しく勉
強していました。

　市役所市民室にて、東京大学高齢社会総合研究機構 神
谷哲朗氏を講師に迎え、フレイル予防（※）講演会が開催さ
れました。講師からは、日常生活における運動や栄養のバ
ランスに加え、「人とのつながりが大切である」とお話が
ありました。参加者からは、「これからの高齢化・介護・
健康のあり方に光が見えた」との感想が聞かれました。
※フレイルとは、加齢とともに心身の活力が低下し、要介
護になる危険性の高い状態を指します。 ▲市民148人が参加し、皆熱心に耳を傾けていました

▲管理者（田中市長）に謝辞を述べる消防団員

▲露店にはたくさんの新鮮な野菜が並びました

▲園児たちにも大好評で、おかわりをする子もいました

2/12

3/12

2/24

健康長寿のカギは人とのつながり

ご当地グルメいただきます！

こだわりの商品がずらり！

フレイル予防市民講演会

葱ッぺ餃子給食

2/13
消防団の活動に新たな力
消防車両引渡式

茂原六斎市＆マルシェ
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